
道東における農福連携の展望

意見交換



意見交換

テーマ： 道東らしい農福連携モデルを考える



JAきたみらい・菊池さんへの質問

■質問：1
農福連携を通じてモデル農家さんには、どのような意識変化が表れたか？
モデル農家は、今後は他の作業も障がい者にお願いしたいというような考えはあるか？

■質問：2
現在、農福連携に協力してくれている農家は5戸あると思うが、農福連携をより多くの農家に
に理解してもらうために、どのような活動を展開されているのか？

■質問：3
農業にかかわるコストアップや円安などの関係もあり、労働力としての障がい者に対する価値観
もより高まってくると考えられるが、JAきたみらいでは現在どのように労働力の確保に努めてい
るのか。その際、農福連携は労働力の確保という点で、どのように評価しているのか？



JA標津・宮島さんへの質問

■質問：1
多様な労働力の確保を目指し、酪農作業の細分化を通じて、軽作業のサポートは農福連携に、ヘ
ルパーは異業種連携それぞれ委託業務を依頼することを展開されているが、今後、より農福連携
を進めていくなかでは、どのようなことが課題となるか？

■質問：2
作業の細分化と多様なヒトが酪農に係われる機会を創出するために、作業標準書（マニュアル）
作成にチャレンジしているとお伺いしたが、この点ついて補足説明と今後の展望をお伺いしたい。

■質問：3
酪農支援協議会の今後の取組やビジョンについてお伺いしたい。



北王農林（株）・藤原さんへの質問

■質問：1
継続的に労働力を確保するという点において農福連携を選択するに至ったポイントは何か？

■質問：2
現在、農福連携は事業所との作業委託契約であるが、将来的なビジョンとして、障がい者雇用を
どのように考えているのか？

■質問：3
労働力を地域から確保しようとすると、どうしても北海道は利用者の通いの問題が出てくるが、
この点を克服するためのアイディアやご経験があればご紹介いただきたい。



3者の事例報告を通じて
農福連携を拡充していく上で、農業側が福祉側に積極的に発信していくべきこと：

●農業だから提供できる障がい者の自立支援：
→ 農業側から福祉側に農福連携を依頼する際には、福祉側にとって農福連携が魅力的に見えることが大切。

【農業だから提供できる農福連携の魅力】
①多様な人材との交流機会の提供
→ 外国人や一般の方との共同作業は言葉の壁も越えて、作業を通じたコミュニケーションが可能では。
→ 外国人や一般の方など、世間の方々に農福連携を認知してもらう上でも、障がい者との共同作業は重要で

はないか。
※JA標津の活動のように、共同作業+異業種連携+農福を展開すると、義平先生からご提案いただいたリ
レー方式ワークシェアリングができるかも？

②現物提供を通じた生活支援と仕事のやりがいの提供
→ 昨今の物価高を考えると、障がい者の生活支援として現物支給は重要ではないか。
→ 自らが作業に係わったモノを食すことで、仕事へのやりがいを提供できるのではないか。

※障がい者が職業選択として農業を選択するきっかけになるかも？



義平先生への質問

■質問：1
道東地域で農福連携を展開する上では、地域の活性化の観点（人口減少・流出の防止）から
「面」（連携モデル）考えることが大切とのことだが、この「面」（連携モデル）を形成する
上で重要となるコーディネイター的存在や中間支援組織（農福連携協議会）のキーマンは誰か？
→ JA？

■質問：2
大規模畑作地帯におけるリレー方式ワークシェアリングを実施する上で、異業種連携が重要かと
思われるが、その際に連携側に求めるべき役割としてジョブコーチ求めることは、現実的な難し
いことか？
→ JA標津の事例から、ジョブコーチを農業側・福祉側以外の第3者に求めることの可能性につい

て

■質問：3
農福連携は「パターン3：通い型」から発展させていくことがベターかなと思われるが、これを進
めて行く上でのポイントやアドバイスを頂戴したい。
→ 北海道ならではの通いの壁（遠距離と送迎手段の確保）の克服点について


